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トで新粒子探索や lepton universalityを破るような物理
の解析など，数多く進められている。Run 3実験は 2025

年末までで，200 fb−1 程度のデータ取得を見込んでい
る。Run 1実験から合計では 400 fb−1 程のデータセッ
トとなり，H → µµの発見による第二世代のヒッグス湯
川結合が明らかにできる。これだけの高統計になると，
ヒッグスセクターのCP非保存など，ヒッグスセクター
で標準模型を超える物理が見えてくるかもしれない。も
ちろん，有効場理論に基づいた Dimension 6のウィル
ソン係数に新物理の兆候が見えてくる可能性も大いにあ
る。HL-LHC実験にむけたアップグレードの佳境を迎
える時期でもあるが，そこに向けた様々な新しいアイデ
アを次々と試す非常に良い機会である。現在は Run 3

の検出器運転，HL-LHCに向けた準備と並行して，時
間を見つけて解析にいそしむ日々である。エキサイティ
ングなニュースがいつなのかは約束できないが，今後も
ATLAS実験の結果にご期待いただきたい。
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2023年 (令和 5年) 7月 25日

1 はじめに
第 11回高エネルギー物理春の学校を 2023年 5月 18

日（木）から 20日（土）の 3日間の日程で滋賀県彦根
市の琵琶湖コンファレンスセンターにて開催しました。
2020年と 2021年はコロナ禍のために開催を断念，昨年
は様々な感染症対策を施した上で開催となりましたが，
今年は特別な感染症予防のための制限を加えないが，感
染症に限らず各種の安全対策を各人の責任の下で考えて
もらう，いわゆる，2019年以前にやってきた “通常の”

開催となりました。これまで対面の交流イベントに枯渇
していた影響か，19の大学・機関から 80名の過去最多
の学生（博士後期課程 7名，博士前期課程 73名）に参
加いただきました（図 1）。若い人たちも対面による交
流を欲していたのだと，世話人一同1としても，通常開
催ができたことをとても嬉しく思うと同時に，これから
も続けていきたいという活力が湧いてきました。

図 1: 日が差したときに会場の屋上で撮影した集合写真。
1世話人は，中村勇，花垣和則（KEK），横山将志（東京大），南條創（大阪大），山崎祐司（神戸大），戸本の 6 名で，今年も事務的な仕事は永世幹事の中村勇氏が担当しました。

2 春の学校の概要
春の学校は，様々な研究を進めている学生同士の横の
つながりを作ってもらうこと，同時に，講師として参加
する教員やポスドク，博士学生，修士学生との間の縦の
つながりも作ってもらうことを目的としています。第 1

回が開催された 2011年以降，参加者の意見や世話人の
思い付きなどを積極的に取り入れて，様々な試行錯誤
を繰り返しながら成長してきました [1]。第 11 回の構
成は，講師による理論，測定器などの講義，春の学校の
OB/OGによる招待講演，学生の申し込みによる口頭発
表とポスター発表，そして，学生同士が様々な議論をす
る場としてのパネルディスカッションから成っています。
発表資料は，Indico2に公開していますので，興味のあ
る方は覗いてみてください。

2.1 講義
第 1 回から変わらず続けているのが，理論と測定器

の講義です。修士課程に入りたての学生にも理解できる
ところからの講義になるので，過去の講義内容とのオー
バーラップは多くなりますが，毎年違う講師に講義をお
願いしているおかげで，講師の解説と研究人生が十人十
色でとても面白く，毎年聞いている世話人も楽しんでい
ます。今年は，大阪大学の佐藤亮介さんに理論の講義を
していただきました。標準模型全般の基礎的な話をわか
りやすく説明してもらいながら，最後には，標準模型の
未解決問題のひとつとして強いCP問題やアクシオンの
紹介をしていただきました。可能な限りラグラジアンを
使わないで物理を面白く伝えて欲しいという無茶な要求

2https://kds.kek.jp/event/45582/
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にも最大限に応えて解説していただきました。KEKの
宇野彰二さんには，粒子と物質の相互作用などの要点か
らスタートして，様々な検出器の検出原理を丁寧に説明
していただきました。ガス検出器とスポーツ，庭いじり
が大好きなことが良くわかる講義でした（図 2）。

図 2: 講義の様子
トピカルな実験については，名古屋大学 KMIの風間
慎吾さんに暗黒物質の直接探索実験に関する講義，筑波
大学の廣瀬茂輝さんに LHC/ATLAS実験に関する講義
をしていただきました。ふたりとも，別の実験で博士号
を取得した後，自分自身の興味に基づいて飛び込んだ研
究の話をしたので，物理の話はさることながら，その研
究の面白さ，臨場感，講師の研究哲学が伝わる熱量のと
ても高い講義でした。

2.2 OB, OGによる招待講演
修士課程の学生が博士課程の学生やポスドク，スタッ

フになった先輩たちと交流し，縦のつながりも作ってもら
えたらよいと考え，過去の春の学校に参加したOB/OG

による招待講演を設けています。第 2 回に参加してく
れた大阪大学 RCNP の吉田学立さんに自身が活躍す
る COMET 実験などにおける Charged Lepton Fam-

ily number Violation (CLFV)，第 4回に参加してくれ
た KEK の中沢遊さんに Belle II 実験，第 9 回に参加
してくれた東京大学の江口碧さんに T2K実験を中心に
ニュートリノ実験に関する講演をしていただきました。
講演だけでなく，休み時間やポスターセッションの時に
も，参加学生と気さくに会話をしてくれ，学生との縦の
つながり作りに貢献していただきました。

2.3 口頭発表，ポスター発表
学生が主体的に口頭発表とポスター発表を盛り上げる

雰囲気が最初からできているのは，春の学校の特徴です。
今回は，口頭発表が 18講演，ポスター発表は 56講演あ

りました。口頭発表では，発表が終わると同時に沢山の
人から質問の手が挙がり，時間内に質問を処理できず，
座長（=世話人）を困らせます。春の学校を始めたばか
りの頃は，良い質問を沢山してくれた学生に賞を出して
いたのですが，最近は質問をすることが当たり前になっ
ており，春の学校が進化していることがわかります。
56講演もあるポスター発表は 1日では収まらず，1日
目と 2日目の夕食後に半数ずつ分けて行われました。1分
間の宣伝トークの後にポスター発表に移ります（図 3）。
毎回，世話人が入る隙間がないほどに学生同士で密な議
論が展開され，終わりの時間を気にしないで徹底的に議
論ができるポスター発表の方が口頭発表よりも良いとい
う学生がいるほどです。

図 3: ポスター発表の様子
春の学校では，口頭発表とポスター発表に関する参加

学生の投票に基づいて，さらに，質問やパネルディスカッ
ションなどへの貢献度を鑑みて，何人かの学生を表彰し
ています。春の学校は参加者が毎回異なるので，その雰
囲気も毎回異なります。賞の種別や受賞者数も臨機応変
に対応しています。今回は，投票結果が均衡していたこ
とから最優秀賞はなく，優秀賞と特別賞に以下の方々が
表彰されました。受賞者の皆様（図 4），おめでとうご
ざいました。

• 優秀賞
今村友香さん (筑波大学)

北彩友海さん (筑波大学)

• 特別賞
河原剛義さん (名古屋大学)

2.4 パネルディスカッション
学生同士のつながりをさらに発展させる仕掛けを作ろ
うと，第 9回の学校からパネルディスカッションを入れ
ています。第 9回の春の学校の時に OGの講演者とし
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図 4: 左から優秀賞の北彩友海さんと今村友香さん，特
別賞の河原剛義さん，世話人の花垣さん。
て来ていただいた平本綾美さん（岡山大学）にお願いし
たパネルディスカッションの司会が好評で，その後の第
10回と第 11回も彼女にお願いしています。参加学生は，
会場に来るまでパネルディスカッションで何をするか知
らされていませんが，多種多様な 7名の学生がパネラー
として前に出ることを引き受けてくれて，議論の先導役
を務めてくれました。平本さんの進行の下，大学院の研
究課題として素粒子を選んだ理由，将来の進路などの議
論が進んでいきましたが，平本さんが議論しやすい雰囲
気を作るおかげか，個性的なパネラーたちの発言がとて
も良かったためか，会場からも話をさせてくれとたくさ
んの意見が出てきて，1時間では短すぎるパネルディス
カッションになりました（図 5）。アンケートでも，時間
が短いとか，パネルディスカッションの形式ではなく全
員が積極的に議論に参加できる形式が良いなどの意見が
出ており，まだまだ進化できるセッションになると思っ
ています。アンケートでいただいた意見を参考に，発展
させていきたいと思っています。

図 5: パネルディスカッションの様子

3 参加者からのコメント
岡山大学の平本綾美さんから，3度も司会をしていた

だいたパネルディカッションに関する感想をいただきま
した。また，発表やパネルディスカッションなどで活躍
して優秀賞を受賞した筑波大学の学生の今村友香さんか
ら，春の学校に参加した感想をいただきました。

3.1 平本綾美（岡山大学）
パネルディスカッションの司会をさせていただくのも
今年で 3回目となりますが，誰もパネラーに立候補して
くれなかったらどうしよう？というのは杞憂である，と
いうことをそろそろ学びつつあります。今年はとくに，
初日の講義や口頭発表からたくさんの質問が飛び交い，
例年以上に活気にあふれる春の学校だと感じました。そ
んななか立候補してくれた 7名のパネラーさんたちはみ
なさん非常に個性的で，ずいぶんといろんな話を聞くこ
とができたように思います。
春の学校には修士 1年の方だけでなく，リピーターや
上級生が多く参加しています。これはパネルディスカッ
ションにおいても，多彩な議論を生む重要な要素になっ
ていると考えています。研究をすすめてきた上級生なら
ではの視点や, 経験に基づき語られる率直な意見は，修
士に入ったばかりの方々にとっても貴重なインプットに
なったのではないでしょうか。わたしが修士 1年の学生
として参加したとき (第 5回)よりも，博士後期課程の参
加者がずっと増えていて，回を重ねるごとに良いフィー
ドバックがかかっているのだなと感じました。
ディスカッションの議題はいつもわたしがその場で勝

手に決めてしまっているのですが，普段の学会発表など
では語られることのないようなトピックを挙げるように
心がけています。また, 今年は議題もなるべくたくさん
用意して，パネラーさんにどんどんマイクを回していく
ようにしました。アンケートにもあったように，1時間
という長さは深い議論に発展させるにはすこし短いで
す。それでもこの 1時間で話題に上がったことをきっか
けに，パネラーを中心とした交流の輪がディスカッショ
ンセッションの外で生まれてくれれば大成功，と思って
たくさん詰め込んだ 1時間にさせていただきました。司
会の願いが通じたのか，夕食やポスターセッションの場
でパネラーを囲みながら，ディスカッションの話を掘り
下げるような会話がたくさん生まれているのを耳にす
ることができ，とてもうれしく思っています。もし来年
以降もうすこし時間がとれるようであれば，前半をこれ
までのようなパネルディスカッション，後半をグループ
ディスカッションというふうにしても良いかもしれませ
ん。その場合は，とくに後半で物理や科学全般に関する
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議題をより多く取り扱えると面白そうだと思いました。
ディスカッションをたくさん盛り上げてくれた会場の

みなさま，毎年準備をしてくださる世話人のみなさま，
今年も有意義な春の学校をありがとうございました。

3.2 今村友香（筑波大学）
よく学び，よく話し，よく笑った 3日間でした。学校

の中心となる講義では，はじめこそ緊張した面持ちの
学生が多かったものの，すぐに質問が飛び交うようにな
り，活気にあふれた良い雰囲気のなか受講できました。
時には，講師の方々を困らせるような鋭い質問が飛び出
し，双方向のやり取りを通じて講義を作り上げいったよ
うな感覚があります。実際にノートを見返してみると，
講義内容のメモよりも質疑応答のメモのほうが多い回も
あり，積極的な学生の姿勢が講義のひとつの軸となって
いたことが伺えます。それだけ意欲的な学生が集まって
いることですし，ラグランジアンは完全禁止3ではなく，
せめてスライド１枚あたりに個数制限を設けるなどの対
応でもよいのではないかと思いました。
講義だけでなく，学生による研究発表でも活発な議論

が広げられていました。口頭発表では，座長を困らせる
ほど多くの挙手があり，後方に着席していた学生からわ
ずかに不満が聞こえてきたことも。発表後に個別に質問
に行き，そこから交流が生まれている様子も見えました。
私も口頭発表の機会をいただきましたが，現地はもちろ
ん，学校終了後に個別にメールで質問をくれた学生もい
て，参加学生の熱意をひしひしと感じました。また，卒
業研究の内容について発表する学生が多かったためか，
近い分野で研究する仲間が集まっていながら，新たな知
見に触れる機会が多かった印象があります。夕食後のポ
スター発表でも盛り上がりは変わらず，ポスターを囲む
どの方向からも声が聞こえてきました。わずかな時間を
有効活用しようと，各々工夫を凝らしていた宣伝タイム
も見ごたえがあり，楽しませてもらいました。
2日目夜のパネルディスカッションには，パネラーと
して参加しました。ほかのパネラーが皆話し上手で，大
した回答を用意していなかった私は少々焦りましたが，
全体としては時間が足りないと感じるほどに盛り上がり，
充実した良い時間になったのではないかと思います。特
に進路についての話題では，学年の違う学生が参加して
いる意義を強く感じました。パネラー席ではないところ
から興味深い話があがることも少なくなかったので，今
後はテーマによってパネラーを変えるなど，少し流動性
を持たせてもよいのではないかと思います。
私は今回が初参加でしたが，3日間存分に楽しみ、学

び、繋がりを広げることができました。講義や発表以外
3完全禁止とまでではないですが，可能な限りラグランジアンに頼らず講義をしてほしいと講師の方々にお願いしています。

にも，夕食やポスター発表後など，よりカジュアルに学
生同士が交流する機会も設けられており，リピーターが
多いのも頷けます。この素晴らしい機会を準備，運営し
てくださった世話人の皆様，また，参加を後押ししてく
ださった先生方，この場を借りて感謝申し上げます。あ
りがとうございました。来年以降参加を迷っている学生
がいれば，強めに背中を押したいと思います。

4 おわりに
毎回のことですが，このようなスクールを開催できる

のは，快く学生を送り出してくれる各大学の教員の方々，
快く講義・講演を引き受けていただいている講師のみな
さま，そして，参加してくれるたくさんの学生の方々の
おかげです。また，この学校は，高エネルギー加速器研
究機構による加速器科学国際育成事業「KEK-大阪大学
教育連携による加速器人材育成事業」（代表：南條創）の
補助を得て実施しています。この場を借りてお礼申し上
げます。
多くの参加者に来ていただいていることと，来ていた

だいた参加者のアンケートの結果などから，春の学校は
好評のようで世話人一同とても嬉しく思っています。若
い人たちに喜んでもらえるうちは，私たちも喜んで開催
を続けたいと思っています。12回目となる来年4も開催
を予定していますので，リピーターの人もそうでない人
もぜひ参加して下さい。一方で，世話人も第 1回の開催
から 15歳ほどの歳を重ねてしまいました。学生の年齢
に近い人たちが私たちにとって代わって新しいスタイル
のスクールを開催する方が，若い人たちにもっと喜んで
もらえる気もしています。そういう人たちが現れること
も心待ちにしています。
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4次回は，2024 年 5 月 16 日から 18 日を予定しています。
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